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Ⅰ．今月の消費指数（総括） 

消費指数は▲88.1  消費マインドは底を脱し、上向きつつある。 

消費指数は前回調査時点（平成 22 年 3 月）よりも 11.1 ポイント改善して▲88.1 とな

っている。消費マインドは底を脱し、上向きつつある。 
消費指数の内訳は景気判断指数が▲35.2（前期差：5.3）、暮らし向き指数が▲52.9（前

期差：5.8）となっている。 
景気判断指数については 1 年前に比べ 25.8 ポイント改善（▲61.0→▲35.2）した。

また、暮らし向き指数については、1 年前と比べ 11.2 ポイント改善（▲64.1→▲52.9）
したが、世帯収入が伸びておらず、依然低い水準で推移している。 
なお、今後の見通しについては、消費指数が▲83.7となり4.4ポイント改善の見込み。

景気判断指数が▲30.4 となり 4.8 ポイント改善、暮らし向き指数が▲53.3 でほぼ横ばい

の見込み。 
 

図表 1 消費指数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図表 2 消費指数の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【指数の見方】 
消費指数は①景気判断指数と②暮らし向き指数の合計からなり、値は 200～▲200 の範囲をとりま

す。指数がプラスであれば家計の消費マインドは高揚していると判断します。一方、指数がマイナス

であれば、消費マインドは低迷していると判断します（詳しくはⅤ．調査の概要６．指数の作成方法

をご覧ください）。 

（注）四捨五入により、各項目の寄与度を足し合わせても消費指数（伸び率）とは必ずしも一致しません。 
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6月 ▲ 88.1 ▲ 35.2 ▲ 13.2 ▲ 18.5 ▲ 3.5 ▲ 52.9 ▲ 12.8 ▲ 14.4 ▲ 10.4 ▲ 15.3
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図表 3 消費指数（内訳）の推移 

 

（注）四捨五入により、各項目の寄与度を足し合わせても消費指数（伸び率）とは必ずしも一致しません。 
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19年  3 月 ▲ 54.5 ▲ 17.3 ▲ 4.7 ▲ 4.0 ▲ 8.6 ▲ 37.2 ▲ 6.8 ▲ 9.0 ▲ 8.5 ▲ 12.9
 6 月 ▲ 65.0 ▲ 25.9 ▲ 5.6 ▲ 3.9 ▲ 16.4 ▲ 39.1 ▲ 6.8 ▲ 9.9 ▲ 9.6 ▲ 12.8
 9 月 ▲ 77.0 ▲ 34.5 ▲ 8.8 ▲ 9.1 ▲ 16.6 ▲ 42.5 ▲ 8.7 ▲ 9.3 ▲ 10.6 ▲ 13.9
12月 ▲ 104.7 ▲ 55.5 ▲ 15.2 ▲ 12.1 ▲ 28.2 ▲ 49.2 ▲ 10.3 ▲ 11.4 ▲ 11.7 ▲ 15.8
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12月 ▲ 139.2 ▲ 77.3 ▲ 26.0 ▲ 27.1 ▲ 24.2 ▲ 61.9 ▲ 11.9 ▲ 15.4 ▲ 15.9 ▲ 18.7

21年  3 月 ▲ 143.6 ▲ 77.7 ▲ 28.4 ▲ 30.9 ▲ 18.4 ▲ 65.9 ▲ 14.4 ▲ 16.3 ▲ 16.1 ▲ 19.1
 6 月 ▲ 125.1 ▲ 61.0 ▲ 24.1 ▲ 27.8 ▲ 9.1 ▲ 64.1 ▲ 14.2 ▲ 16.5 ▲ 15.0 ▲ 18.4
 9 月 ▲ 126.0 ▲ 61.9 ▲ 23.4 ▲ 26.9 ▲ 11.6 ▲ 64.1 ▲ 14.0 ▲ 15.6 ▲ 15.6 ▲ 18.9
12月 ▲ 107.1 ▲ 44.8 ▲ 21.7 ▲ 25.6  2.5 ▲ 62.3 ▲ 13.5 ▲ 15.7 ▲ 14.4 ▲ 18.7

22年  3 月 ▲ 99.2 ▲ 40.5 ▲ 16.7 ▲ 21.7 ▲ 2.1 ▲ 58.7 ▲ 12.4 ▲ 14.6 ▲ 14.4 ▲ 17.3
 6 月 ▲ 88.1 ▲ 35.2 ▲ 13.2 ▲ 18.5 ▲ 3.5 ▲ 52.9 ▲ 12.8 ▲ 14.4 ▲ 10.4 ▲ 15.3
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21年  3 月 ▲ 4.4 ▲ 0.4 ▲ 2.4 ▲ 3.8 5.8 ▲ 4.0 ▲ 2.5 ▲ 0.9 ▲ 0.2 ▲ 0.4
 6 月 18.5 16.7 4.3 3.1 9.3 1.8 0.2 ▲ 0.2 1.1 0.7
 9 月 ▲ 0.9 ▲ 0.9 0.7 0.9 ▲ 2.5 0.0 0.2 0.9 ▲ 0.6 ▲ 0.5
12月 18.9 17.1 1.7 1.3 14.1 1.8 0.5 ▲ 0.1 1.2 0.2

22年  3 月 7.9 4.3 5.0 3.9 ▲ 4.6 3.6 1.1 1.1 0.0 1.4
 6 月 11.1 5.3 3.5 3.2 ▲ 1.4 5.8 ▲ 0.4 0.2 4.0 2.0
見通し 4.4 4.8 3.5 4.0 ▲ 2.7 ▲ 0.4 0.7 0.6 ▲ 1.8 0.1

（前年同期差）
消費指数

景気判断指数 暮らし向き指数
景気 雇用環境 物価 世帯収入 資産価値 支出状況 暮らしのゆとり

21年  3 月 ▲ 36.3 ▲ 19.8 ▲ 12.2 ▲ 17.6 10.0 ▲ 16.5 ▲ 4.5 ▲ 5.0 ▲ 3.8 ▲ 3.2
 6 月 0.2 8.5 ▲ 3.3 ▲ 11.1 22.9 ▲ 8.3 ▲ 3.6 ▲ 3.2 ▲ 1.3 ▲ 0.2
 9 月 2.0 11.2 ▲ 1.3 ▲ 7.5 20.0 ▲ 9.2 ▲ 3.9 ▲ 2.4 ▲ 1.5 ▲ 1.4
12月 32.1 32.5 4.3 1.5 26.7 ▲ 0.4 ▲ 1.6 ▲ 0.3 1.5 0.0

22年  3 月 44.4 37.2 11.7 9.2 16.3 7.2 2.0 1.7 1.7 1.8
 6 月 37.0 25.8 10.9 9.3 5.6 11.2 1.4 2.1 4.6 3.1
見通し 42.3 31.5 13.7 12.4 5.4 10.8 1.9 1.8 3.4 3.7
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Ⅱ．調査結果 
１．景気判断と見通し 

 
① 県内景気 

現状認識については「悪い」（30.1%）と「どちらかと言えば悪い」（29.5%）を合わせると 59.6%と

なっているが、景気悪化に対する認識は緩和されてきた。今後の見通しについては「悪くなる」

（25.7%）および「どちらかと言えば悪くなる」（24.3%）と考えている世帯の割合は 50.0%となってお

り、先行き不安感は和らいできている。 
図表 4 県内景気に対する認識 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 雇用環境 

現状認識については「悪い」（44.2%）と「どちらかと言えば悪い」（29.3%）を合わせると 73.5%と

なっているが、雇用環境への認識は着実に良化してきている。今後の見通しについては「悪くな

る」（33.9%）および「どちらかと言えば悪くなる」（31.0%）と考えている世帯の割合は 64.9%に低下

し、雇用環境はさらに改善する見込み。 
図表 5 雇用環境に対する認識 
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③ 日用品価格（物価） 

現状認識については「下がった」（5.3%）と「どちらかと言えば下がった」（24.3%）を合わせると

29.6%となっており、デフレ基調は薄らいできている。今後の見通しについては、「下がる」（1.4%）

および「どちらかと言えば下がる」（16.6%）と考えている世帯は 18.0%と減少している。 

 
図表 6 日用品価格（物価）に対する認識 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．暮らし向き判断と見通し 

 
① 世帯（勤労）収入 

現状認識については「減った」（48.6%）と「どちらかと言えば減った」（19.5%）を合わせると

68.1%で横ばい。今後の見通しについても、収入が「減る」（42.4%）および「どちらかと言えば減る」

（24.0%）と考えている世帯が 66.4%となり、世帯収入の増加は期待できない。 

 
図表 7 世帯（勤労）収入に対する認識 
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② 保有資産 

現状認識については「減った」（54.2%）と「どちらかと言えば減った」（19.2%）を合わせると

73.4%でほぼ横ばい。今後の見通しについても保有資産が「減る」（50.6%）および「どちらかと言え

ば減る」（22.1%）と考えている世帯の割合が 72.7%であり、保有する資産が増えたと認識する世帯

は増えつつある。 

 
図表 8 保有資産に対する認識 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ お金の使い方（支出状況） 

現状認識については「控えている」（39.0%）と「どちらかと言えば控えている」（27.6%）を合わせ

ると 66.6%となっており、徐々に消費意欲は戻ってきた。今後の見通しについても「控える」

（41.9%）および「どちらかと言えば控える」（25.9%）という世帯が 67.8%となっており、横ばいで推

移する見込み。 
図表 9 お金の使い方（支出状況）に対する認識 
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④ 生活のゆとり 

現状認識については「厳しい」（53.4%）と「どちらかと言えば厳しい」（24.0%）を合わせると

77.4%となり、厳しいながらも、傾向としては次第にゆとりが出始めている。今後の見通しについて

は、「厳しくなる」（53.2%）および「どちらかと言えば厳しくなる」（24.4%）と見込む世帯が 77.6%とな

っている。 

 
図表 10 生活のゆとりに対する認識 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３． 日常の買い物に関する判断と見通し 

 
① 嗜好品（お茶・コーヒー、お酒、たばこなど） 

現状認識については「控えている」（18.2%）と「どちらかと言えば控えている」（32.8%）

を合わせると 51.0%でほぼ横ばい。また、今後の見通しについても購入を控えると考えて

いる世帯は多い。 
図表 11 嗜好品の購入意欲 
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② ファッション衣料・靴など 

現状認識については「控えている」（25.7%）と「どちらかと言えば控えている」（40.5%）

を合わせると 66.2%で購入意欲は低調ながらも次第に上昇してきている。今後の見通しに

ついても同様に推移する見込み。 
 

図表 12 ファッション衣料・靴などの購入意欲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 家電・ＡＶ製品、家具など 

現状認識については「控えている」（36.3%）と「どちらかと言えば控えている」（29.5%）

を合わせると 65.8%となっており、低調ながらも購入意欲はやや上昇している。今後の見

通しについても、同様に推移する見込み。 
 

図表 13 家電・ＡＶ製品・家具などの購入意欲 
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④ 金融商品（株式、債券など） 

現状認識については「控えている」（67.3%）と「どちらかと言えば控えている」（14.0%）

を合わせると 81.3%となっており、金融商品の購入意欲は依然低調のままである。今後の

見通しについては若干改善する見込み。 
 

図表 14 金融商品の購入意欲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ 娯楽・レジャー（映画、外食、旅行など） 

現状認識については「控えている」（26.3%）と「どちらかと言えば控えている」（34.8%）

を合わせると 61.1%となっている。また、今後の見通しについては、支出意欲はやや改善

されてきた。 
図表 15 娯楽・レジャーへの支出意欲 
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⑥ 習い事（英会話、料理教室など） 

現状認識については「控えている」（41.2%）と「どちらかと言えば控えている」（18.7%）

を合わせると 59.9%となっている。今後の見通しについては、支出意欲はやや上がってい

く見込み。 
 

図表 16 習い事への支出意欲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦ 交際費（贈答品、慶弔事など） 

現状認識については「控えている」（17.5%）と「どちらかと言えば控えている」（21.9%）

と答えた世帯が 39.4%となり、支出意欲はやや上昇している。今後の見通しについては、

ほぼ同様に推移する見込み。 
 

図表 17 交際費の支出意欲 
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４． 大きな買い物に関する判断と見通し 

 
① 自家用車 

自家用車の購入については「まったく考えていない」という世帯が 66.2%を占めており、

昨年同期と比較してもほぼ同水準であり、依然購入意欲は低いままであり、エコカー補助

金制度などの効果はあまり見受けられない。 
 

図表 18 自家用車の購入意欲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 住宅の購入・リフォーム 

住宅の購入・リフォームについては「まったく考えていない」という世帯が 68.0%を占

めており、依然購入意欲は低いままである。 
 

図表 19 住宅の購入・リフォームの意欲 

 
 
 
 
 
 
 
 

55.6  59.9  56.7  60.7  59.8  61.9  58.9  66.0  67.7  69.5  66.5  66.7  65.3  66.2 

32.7  31.3  32.8  30.1  30.4  29.0  29.9 
28.4  25.0  23.4  25.6  25.3  25.8  27.4 

11.7  8.8  10.4  9.2  9.8  9.0  11.2  5.6  7.3  7.1  7.9  7.9  8.7  6.5 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H19
03 06 09 12

H20
03 06 09 12

H21
03 06 09 12

H22
03 06

前向きに検討中である 考えてはいる まったく考えていない

63.9  62.4  61.2  65.1  66.8  66.4  63.7  69.8  71.1  70.2  68.4  69.5  69.8  68.0 

27.1  29.1  29.9  27.7  26.1  26.2  29.9  25.2  22.9  23.2  24.8  25.9  23.8  25.8 

9.0  8.5  9.0  7.2  7.1  7.4  6.4  5.0  6.0  6.6  6.8  4.6  6.4  6.2 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H19
03 06 09 12

H20
03 06 09 12

H21
03 06 09 12

H22
03 06

前向きに検討中である 考えてはいる まったく考えていない



第 16 回 
山形県家計消費動向調査 
（平成 22 年 6 月） 

 11

株式 
会社 荘銀総合研究所 

THE SHOGIN FUTURE-SIGHT INSTITUTE.,LTD. 

Ⅲ．今月の家計簿 
 
今回の家計簿調査によれば、世帯の平均手取り月収は 45.9 万円となっており、前年同期

比でみて 5.8 万円の増収となった。世帯主の定期所得が減った一方で、世帯主以外の人員の

所得が増えている。 
一方、世帯の平均支出は 36.6 万円となっており、前年同期比でみて 0.5 万円の増加（寄

与度：1.3％）となった。なお、平均消費性向は 79.6％であり、前年同期比でみて 8.3 ポイ

ント減少した。 
図表 20 収入・支出の動向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図表 21 平均消費性向の推移 

 

（注）四捨五入により、各項目の寄与度を足し合わせても収入計もしくは支出計の寄与度（伸び率）とは必ずしも一

致しません。 
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Ⅳ．特別調査 
１．最近の貯蓄動向について 

全世帯に貯蓄残高を尋ねたところ、平均残高は 883 万円であった。貯蓄残高の内訳は、「普

通預貯金・現金」が 187 万円、「定期預貯金」が 339 万円、「保険」が 219 万円、「有価証

券」が 103 万円となっている。 
昨年同時期に実施した調査と比べると、残高は 12 万円増となった。普通預金などの流動

性預金が 43 万円増え、定期預金などの定期性預金が 45 万円減っている。また保険積立額

が 11 万円、有価証券評価額が 21 万円増加した。 
 

図表 22 種類別貯蓄残高の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 普通預貯金・現金 

 

 流動性の高い「普通預貯金、現金」を世帯年収別にみると、貯蓄額は全世帯の 30.2%が

10 万円未満であり、71.9%が 100 万円未満である。また、世帯年収 1000 万円以上の世帯

では貯蓄額が 100 万円以上の世帯は 63.7%である。 
 

図表 23 世帯年収別「普通預貯金・現金」貯蓄残高 
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② 定期預貯金 

 

 定期性の高い「定期預貯金」を世帯年収別にみると、貯蓄額は全世帯の 29.5%が 10 万円

未満であり、53.0%が 100 万円未満である。世帯年収 200 万未満の世帯では半数の世帯が

貯蓄額 10 万円未満であり、世帯年収 1000 万円以上の世帯では貯蓄額が 100 万円以上の世

帯は 81.9%である。 
 

図表 24 世帯年収別「定期預貯金」貯蓄残高 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 保険（生命、損害、学資等） 

 

 各種保険の積立金額を世帯年収別にみると、積立額は全世帯の 69.3%が 100 万円未満で

ある。家庭内の積立金額が把握できていない世帯が多かったが、世帯年収が 600 万円を超

えると積立金額が増加する傾向にある。 
 

図表 25 世帯年収別「保険」積立残高 
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④ 有価証券（株、債券、投信等） 

 

 有価証券の評価額を世帯年収別にみると、評価額は全世帯で 84.5%が 100 万円未満であ

り、70.9%が保有していないか不明である。世帯年収 800 万以上の世帯で有価証券の保有率

は高くなっている。 

 

図表 26 世帯年収別「有価証券」評価額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 貯蓄残高合計 

 

 世帯の貯蓄残高の合計を世帯年収別にみると、貯蓄額は全世帯で 100 万円未満の世帯が

22.7%であり、300 万円以上 500 万円未満の世帯がもっとも多く 26.4%であった。なお 1000
万円以上の貯蓄を有する世帯は 5.0%である。 

 

図表 27 世帯年収別「貯蓄残高」合計額 
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２．貯蓄残高の増減 

 

1 年前と比べて貯蓄残高がどう変わったか尋ねたところ、「減った」と答えた世帯が 57.9％
となっており、昨年調査に比べ 4.0 ポイント低下している。世帯年収別にみると、年収が高

いほど「増えた」と回答した世帯の割合は高く、世帯年収 1000 万円以上の世帯では半数が

１年前よりも貯蓄残高が増えている。また、居住地域別にみると、「増えた」と答えた世帯

は村山地区(25.3%)が多く、一方「減った」と答えた世帯は庄内地区(61.7%)が多い。 
 

図表 28 「貯蓄残高の動向」の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
図表 29 世帯年収別「貯蓄残高の動向」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 30 居住地域別「貯蓄残高の動向」 
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３．貯蓄の目的 

貯蓄の主な目的を尋ねたところ、「不意な出費への備え」と答えた世帯が 77.3％と最も多

かった。次いで「教育資金」が 60.2%と高く、教育に係る負担が大きいことがうかがえる。

「老後の生活資金」と答えた世帯は世帯年収が多いほど割合が高くなり、貯蓄の大きな要

因となっている。 
図表 31「貯蓄の目的」の推移（複数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図表 32 世帯年収別「貯蓄の目的」（複数回答） 
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４．貯蓄が「増えた」理由 

1 年前と比べて貯蓄が「増えた」と答えた世帯に対して増えた理由を尋ねたところ、「節

約しているから」が最も多く、62.4％を占めている。世帯年収 600 万円以上 800 万円未満

の世帯で「節約しているから」と答えた世帯が 87.0%ともっとも多い。 
図表 33 貯蓄が「増えた」理由（複数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．貯蓄が「減った」理由 

1 年前と比べて貯蓄が「減った」と答えた世帯に対して減った理由を尋ねたところ、「生

活費に充てたから」が最も多く、61.1％を占めている。世帯年収が低い世帯ほど貯蓄を取り

崩している。 
図表 34 貯蓄が「減った」理由 
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Ⅴ．調査の概要 
１． 調査の目的 

山形県民の暮らし向きや今後の見通しについて時系列的に捉えるとともに、具体的な商品やサービ

スに対する支出動向を把握することにより、景気判断等の基礎資料を得ることを目的とする。 
 

２． 調査の方法 
・郵送調査専属モニターを利用したアンケート調査 
・モニター世帯数：471 世帯 ※今回の有効回答世帯数（回答率）：440 世帯（93.4%） 
 

３． 調査の対象者 
・山形県内に在住する勤労者（サラリーマン）世帯（世帯人数 2 人以上の世帯） 

 

４． 調査期間 
・平成 22 年 6 月 1 日～14 日 
 

５． 調査項目 
（１）判断項目 

① 景気判断（五肢択一）： 
「県内景気」、「雇用環境」、「日用品価格（物価）」に関する現状認識と見通し。 

② 暮らし向き（五肢択一）： 
「世帯収入」、「資産価値」、「お金の使い方」、「暮らし向き」に関する現状認識と見通し。 

③ 日常の買い物や支出動向（五肢択一）： 
「嗜好品（お酒、たばこなど）」、「ファッション衣料・靴など」、「家電・ＡＶ製品、家具など」、

「金融商品（株式、債券など）」、「娯楽・レジャー」、「習い事」、「交際費」の支出に関する現状

認識と見通し。 
④ 大きな買い物や支出動向（三肢択一）： 

「自家用車」、「住宅（リフォーム含む）」の支出に関する現状認識と見通し。 
 

（２）計数項目 
最近１ヵ月の収支状況 

 
６．指数の作成方法 
 
（１）「県内景気」、「雇用環境」、「日用品価格（物価）」、「世帯収入」、「資産価値」、「お金の使い方」、「暮

らし向き」の７項目について、回答者の回答結果にポイントを与える。 
（２）ポイントの与え方は、例えば「県内景気」については、「良い」（1.0）、「どちらかと言えば良い」（0.5）、

「どちらとも言えない」（0.0）、「どちらかと言えば悪い」（▲0.5）、「悪い」（▲1.0）とする。 
（３）「県内景気」、「雇用環境」、「日用品価格（物価）」は家計を取り巻くマクロ経済環境に関する世帯の

認識を把握するための設問であるため、回答者ごとにこれらのポイントを合計した後、「景気判断指

数」としてまとめる。 
（４）「世帯収入の増え方」、「資産価値の増え方」、「お金の使い方」、「暮らしのゆとり」は“我が家の暮ら

し向き”に関する世帯の認識を把握するための設問であるため、回答者ごとにこれらのポイントを

合計した後、「暮らし向き指数」としてまとめる。 
（５）「景気判断指数」と「暮らし向き指数」に対して質問項目数とサンプル数をウェイトとする係数を乗

じ、両指数を標準化した上で足し合わせ、「消費指数」とする。 
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